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＜巻頭挨拶＞ 

日本獣医解剖学会の活動について 

会長 谷口和之（岩手大学） 

 日本獣医解剖学会ニューズレターも今回で３０号を迎えましたので、この

巻頭挨拶では少し過去のことを振り返りながら、日本獣医解剖学会の活動に

ついて述べてみたいと思います。 

 日本獣医解剖学会は昭和４２年１月に日本獣医学会解剖分科会として発

足しました。発足当初の分科会長は加藤嘉太郎先生、副会長は西田司一先

生でした。その後、平成４年には当時の分科会長の牧田登之先生の肝煎り

でこのニューズレターの発行が決まり、平成４年４月に記念すべき第１号が

発刊されました。また平成７年には解剖学分科会は獣医解剖学会として新

たな出発を致しました。そのような訳でこのニューズレターは最初は解剖学

分科会、ついで獣医解剖学会の機関紙として現在に至り、今回で３０号の発

行となりました。これまでの経緯については歴代の会長さん達に寄稿してい

ただいたものがこの３０号に掲載されておりますので、ここでは現在行って

いる日本獣医解剖学会の活動を列挙し、今後の発展へのよすがとしたいと

思います。以下、順不同に挙げてみます。 

・ 獣医解剖学会ニューズレターの発行： 

年２回発行し、直近の獣医解剖学会の演題、理事会・総会、会員の消

息、その他種々のお知らせなどを掲載しております。 

・ 獣医解剖学会ホームページの運営・管理： 

このホームページは２００５年に立ち上がりました。ニューズレター、日

本獣医解剖学会およびアジア獣医解剖学会の案内、その他の情報を

掲載しておりますが、まだ会員の皆様の利用が不十分だと思います。

掲載記事の充実には今後とも努力していきたいと考えておりますので、

なるべく頻繁にアクセスしていただくよう、お願いいたします。 

・ アジア獣医解剖学会の設立と運営支援： 

アジア獣医解剖学会は日本獣医解剖学会の肝煎りで平成１８年３月に

設立され、同年同月に第１回学術集会がつくばで開催され、また今年

の９月には第２回学術集会がタイのバンコクで開催される予定になっ

ております。この学会は勿論日本獣医解剖学会単独で運営するもので

はありませんが、海外で開催される場合にはその費用の一部を本学会

が支援することになっております。この学会の発展のためにも会員の

皆様方のご支援をお願いいたします。 

・ アジア獣医解剖学会ホームページの立ち上げと電子ジャーナルの刊

行： 

アジア獣医解剖学会ホームページは平成１８年１２月に日本獣医解剖

学会ホームページの中に立ち上げました。また同時に電子ジャーナ

ル “Archives of Animal Morphology and Cell Biology” も立ち上げまし

た。しかしまだこれらの利用は不十分ですので、今後さらに充実させ、

利用の向上を図ろうと考えております。 

・ 獣医解剖学会奨励賞の授与： 

この奨励賞は当初は授与される資格に関する上限だけを決めておりま

したが、数年前に学部学生部門も制定いたしました。この奨励賞もまだ

応募者が少ないと思いますが、折角の奨励賞ですから、毎回できるだ

け沢山の方々が応募してくださるよう、お願いいたします。 

・ 「獣医組織学」の発刊： 

全国の大学が共通して使用できる獣医組織学の教科書がほしいという

会員諸氏からの要望にこたえる形で、まずは H.-Dieter Dellman の 

“Textbook of Veterinary Histology” を翻訳した「新版 獣医組織学」を

平成６年４月に発行いたしました。その後、全国の獣医解剖学関係者

から原稿をいただき、平成１１年３月に日本獣医解剖学会オリジナルの

「獣医組織学」を発行いたしました。この教科書は順調に版を重ね、現

在は第三版に至っておりますが、近々第四版を発行する予定でおりま

す。 

・ 「犬の解剖 カラーリングアトラス」の発刊： 

オリジナルの獣医解剖学教科書を発行することは獣医解剖学会の大き

な目標でありますが、そのためには膨大な資料の蓄積が必須ですの

で、いまだ刊行の目処は立っておりません。しかし獣医解剖学教育の

改善は急務でありますので、犬の肉眼解剖学の補助教材として米国で

高い評価を受けている、Robert A. Kainer & Thomas O. McCracken の  

“Dog Anatomy  A Coloring Atlas” を翻訳・刊行することに致しました。

この教科書は平成１５年１０月に発行され、現在は第３刷まで発刊され

ております。 

・ 「獣医解剖・組織・発生学用語」の発刊： 

   獣医解剖学会ではこれまで解剖学用語、組織学用語、発生学用語、家

禽解剖学用語を刊行しておりましたが、平成１２年１２月にはこれらを一

冊にまとめ、ラテン語の学名、日本語名、英語名を併記した「獣医解剖・

組織・発生学用語」を刊行いたしました。このような出版物の刊行は今

後極めて難しくなるものと予想されますので、どうぞこの用語集の充分

な活用をお願いいたします。 

・ 学部学生・大学院生への参加費補助： 

若手会員への補助事業の一環として、しばらく前から、獣医解剖学会

に筆頭著者で発表する学部学生・大学院生の獣医解剖学会会員には、

わずかではありますが、獣医学会参加費への補助を行っております。

口頭発表、ポスター発表のいずれの場合にも補助し、また補助回数、

大学ごとの被援助者数などに制限はありませんので、指導教員の方々

はこの制度を充分に活用して学生・院生への補助を申請してください。 

・ アジア獣医解剖学会への参加費補助： 

   アジア獣医解剖学会は今年の９月にタイのバンコクで第２回が開催さ

れますが、外国での開催ですので、やはり学部学生・大学院生が筆頭

著者で発表する場合には渡航費を補助することに致しました。この場

合も大学ごとの被援助者数に制限はありません。また第３回以降のアジ

ア獣医解剖学会についても、海外で開催される場合には渡航費の援

助をすることが出来ると思います。 

・ セミナー助成金の交付： 

獣医解剖学の発展に貢献できるセミナーなどを会員の方々が主催す

る場合、助成金を交付しております。現在までの実績は、北海道３大学

合同セミナーへの助成金交付に留まっておりますが、同様の企画があ

った場合、助成金の交付が可能ですので、学会事務局までお申し出

下さい。 

・ 獣医解剖学会懇親会： 
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この懇親会は獣医解剖学会の公式行事ではなく、あくまでも学会司宰

機関の宰領で開催していただくものです。しかし秋の獣医解剖学会で

の懇親会は恒例化していて、毎回かなりの数の参加者があります。獣

医解剖学会としては懇親会を開催される場合には司宰機関にいくばく

かの支援をさせていただいております。懇親会は学生・若手研究者と

年配の研究者などとの交流の場でもありますので、今後とも多数の

方々のご参加をお願いいたします。 

 以上、大変長くなってしまいましたが、獣医解剖学会の活動についてはあ

まり詳しくご存知ではない方も多いと思いますので、この機会に説明させて

いただきました。上記のように獣医解剖学会は様々な活動を通じて今後とも

獣医解剖学の発展と会員諸氏の方々の研究の充実を図る所存でおります。

今後とも獣医解剖学会の充実と発展のために会員の皆様方からのご支援を

よろしくお願いいたします。 

（平成１９年８月８日記） 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

ＮＬ３０号発行記念寄稿 

 ＮＬ３０号発行を機に元、前解剖学会会長に現在の大学教育、学会活動

に対しての思いを学会員への寄稿として、お願い致しました。歴代会長（保

田幹男先生、望月公子先生、西田隆雄先生、牧田登之先生、林 良博先生、

山田純三先生）は皆お元気にお過ごしのご様子でしたが、今回は牧田先生、

山田先生からご寄稿をいただきました。この場を借りて感謝いたします。 

 

“獣医解剖学会”とは  

名誉会員 牧田登之 

 獣医解剖学会というのは、皆さん御存知と思いますが元々獣医解剖学分

科会と言っていたのを一気呵成に学会にしたのです。動機は、病理学分科

会が学会にされたのでそれを真似したのです。 

 ついでにそれまでの分科会をやって居られた西田先生や、藤岡先生、杉

村先生がかねてから準備されていた組織学用語の原稿がお蔵入りしている

と聞いて、それは何とかして差し上げようと、日本中央競馬会とか学窓社に

無理を言って、1993 年に出版することになりました。著者の先生方には、退

官した後にそういう雑務をやらせられるのは…というような御意向もありまし

たが、それも無理矢理押し通してとにかく陽の目をみました。ついでに発生

学用語（1993）も出ることになりました。その3年後の1996年には家畜解剖学

用語（改訂3版1987）と合冊にして「獣医解剖･組織･発生学用語」を発刊しま

した。日本解剖学会の故平光教授（埼玉医大）に発生学の稿をみていただ

き、木村教授（近畿大学）の御意見をいただいたりしたが、獣医学の分野は

谷口教授（岩手大学）と木曾教授（山口大学）にやっていただきました。また、

家畜解剖用語も渡辺撤教授（名古屋大学）にお一人でやっていただきまし

た。何よりも先を急いだのです。 

 また、国際的に解剖学用語が改訂されるという動きにあわせて、瀬口教授

（高知大学）から当時としては最新の情報をいただきつつ、集大成的に現在

の和英･英和索引付のものが、２０００年に出版されました。日本解剖学会よ

りも先に出せたことに自己満足しています。「学会」に改名したからには、定

期出版物をということで「Ｎｅｗｓ ｌｅｔｔｅｒ」を刊行しました。これはこの「ＮＬ」の

前身で今も廃刊になっていないのは有難いことだと思っています。一方で、

学会誌をと交渉してみたり、学会のアブストラクトを２～４頁の短報の形で提

出してもらうこと（当時、鳥取大学の田中先生がＳＥＭ学会でやっておられた

スタイルのもの）を考えたりしましたが、根回し不足と、資金不足で、本学会

総会であっさり否定されてしまったのは残念なことでした。 

また、コーネル大のＥｖａｎｓ教授やＳｏｅｕｌ大の李教授、インドネシアのスプロ

ント教授、その他の先生方を招いて講演をして貰ったりしましたが、一時途

絶えてしまいました。ようやく昨年からアジア獣医解剖学会として立ち上げら

れ、今秋はバンコックのカセサート大学でやられるというので、枯れ木も山

の賑わいにイノシトールトリスホスファターゼの電顕酵素組織化学の演題を

出させてもらいました。老害と言われそうですが。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

“助手”の消滅とは 

名誉会員 山田純三 

 日本の大学の教員組織からこれまでの「助手」という職階が消え、助教と新

しい助手の二つに分かれ、更に、教授を助ける助教授を廃止し、独立して

教育研究ができる准教授に変更になりました。これはこれまでの助手の先

生（以下、助手と略記）の待遇および研究条件の改善ではなく、助手は、法

的には講義が出来なかったので、助手の先生を助教として、あるいは安易

に准教授に昇任させ講義をさせて、人手不足を補わんとする数合わせの愚

策のように私には感じられます。小講座制が消え、大講座となり、人間関係

もばらばらになってきているそうです。私は、改革の名の下に改悪されつつ

ある大学環境に危機を感じます。 

 私は修士課程を修了し、助手に採用され、15年間、助手の身分で好きなこ

とをやらせてもらいました。自分の大学生活を振り返ると、助手という呼び名

がイヤだったことと月給が安かった（当時、教育公務員で小中の先生と比べ

ても一番安かった。）ことを除けば、一番楽しかった時代でした。学生および

院生と助教授や教授の先生との間で、潤滑油や兄貴分の役割を果たしつつ、

良い人間関係や教育・研究環境構築の訓練が出来ました。助手が大学から

消えることは、必ずや大学（特に新制大学で）の荒廃に繋がるでしょう。 

 獣医学を含めた医学教育には、かって小講座制でなされて来たようなチ

ームプレイによる集団指導体制が必要だと考えます。大規模大学では、大

講座制下でも実質的な小講座制が保たれています。大学教育に経済活動

での効率至上主義を導入すること自体が間違いなのですし、教育・研究に

は「ゆとり」が必要なのです。教育・研究の現場に拝金主義がうごめいている

ことは由々しき問題です。私の助手時代は、「産学協同は諸悪の根源」でし

たが、今は、「民間から研究費獲得が出来ない先生は大学人にあらず」の風

潮ですね。研究の発想に外部資金獲得が必要条件となるならば、もう、なに

をか言わんやです。 

 私は、「人生、楽しまないと損」だと思いますし、大学でも教育・研究を楽し

まないと損です。解剖学の研究は面白かったし、解剖学の教育は楽しかっ

たです。教育・研究には色々な楽しみ方があるでしょう、皆さんに適したもの

を見つけてください。私は周囲の皆さんに支えられ、助けられて、大学生活

を充分にエンジョイできました。全てに感謝です。 

 皆さんがお元気で教育 and/or 研究をエンジョイされますことと、獣医解剖

学会の弛まぬご発展をお祈り致します。 

 皆さん！名誉会員にしていただき有難うございました。 お元気で！  

（H19-8-5 記） 

 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

◇ 第144回日本獣医学会学術集会案内 ◇ 

〓日本獣医解剖学会のプログラム〓 

１）口演、会議 

日時：２００７年9 月2 日（日） 

 10：00—11：00 獣医解剖学会理事会 

 11：00−16：50 口演 

２００７年9 月3 日（月） 

 9：00−16：30 口演 

２００７年9 月4 日（火） 

 9：００−11：00 口演 

  11：00−12：00 獣医解剖学会総会 
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A．日本獣医解剖学会 

一般演題 

9 月2 日（日）第2 会場 

演題番号A-01〜23（11:00〜16:50） 

11:00－11:20 平賀武夫（酪農大） 

A-01 動物を犠牲にしない獣医学教育の実践（２）東南アジア／オセアニア   

 諸国の獣医学教育  

 ○橋本善春１、昆泰寛１、奥村正裕２、伊藤茂男３ （１北大獣医学研究科・ 

解剖学教室、２北大獣医学研究科・獣医外科学教室、３北大獣医学研究

科・薬理学教室） 

A-02 ゼニガタアザラシ（Phoca vitulina）前肢に関する形態学的研究  

 ○齋藤幸子１、佐々木基樹１、飯山主明１、岡地潔１、早川大輔１、北村夫

１（１帯広畜産大学・獣医解剖学教室） 

11:20－11:50 佐々木基樹 （帯畜大） 

A-03 ナベヅルの前・後肢の筋肉における骨化の観察  

 ○徐朋詣１、安田宣紘２、寺岡宏樹１、平賀武夫１（１酪農学園大学・獣医毒

性学教室、２鹿児島大学・家畜病理学教室） 

A-04 F３４４／N♀ラットの下顎骨形態からみた加齢変化  

 ○田中愼１、西島和俊１、宮石理２、角保徳３（１長寿医療センター・加齢動

物育成室、２中部労災病院・病理部、３長寿医療センター・歯科口腔外科） 

A-05 雌Ｆ３４４／Ｎラットにおける顎関節および下顎頭の加齢変化  

 ○西島和俊１、宮石理２、伊藤美武３、角保徳４、田中愼１（１国立長寿医療

センター研究所・加齢動物育成室、２中部労災病院・病理、３愛知医科大

学・動物実験センター、４国立長寿医療センター病院・口腔機能再建科） 

13:30－14:00 那須哲夫 （宮崎大） 

A-06 オランウータンの前腕部における筋形状について  

 ○大石元治１、遠藤秀紀２、浅利昌男１（１麻布大学・解剖学第一研究室、２ 

京都大学霊長類研究所・形態進化分野） 

A-07 偶蹄目における頭部への血液供給 −マメジカ、ヤギ、ラマ、および

ブタの比較形態学的検討−  

 ○福田勝洋１、Francisco A．２、Lucia C．２、佐々木基樹３、多田達哉１、遠 

 藤秀紀４、木村順平５（１名大・生命農学、２INTA・アルゼンチン、３帯広畜 

 産大・獣医解剖、４京大・霊長研、５日大・生物資源） 

A-08 タンチョウの気管の形態学的観察−性差およびステージ差−  

 ○水田晋介１、志村良治２、井上雅子２、上林亜紀子２、百瀬邦和３、正富

宏之３、寺岡宏樹１、平賀武夫１（１酪農学園大学・獣医毒性学教室、２釧路

市・動物園、３NPO・タンチョウ保護研究グループ） 

14:00－14:30 武藤顕一郎 （北里大） 

A-09 胃粘膜上皮細胞の EphB と ephrin-B  

 ○小川和重１、武本奈津枝１、ミュラー樹１、中島崇行１（１大阪府立大学・   

獣医解剖学教室） 

A-10 膀胱移行上皮に発現する EphB と ephrin-B  

○堀田名保恵１、ミュラー樹１、中島崇行１、小川和重１（１大阪府立大学・

獣医解剖学教室） 

A-11 ラット小腸の腸絨毛上皮におけるアポトーシスの誘導と実行に関する

免疫組織化学的研究  

 ○宮田英典１、大西佐知子１、横尾諭１、稲元哲郎１、斉旺梅１、割田克彦１、

横山俊史２、星信彦２、北川浩２（１神戸大学・大学院自然科学研究科、２神

戸大学・大学院農学研究科） 

14:30－14:40 時間調整 

14:40－15:10 伊東久男 （兵庫医療大） 

A-12 ウシ回腸と十二指腸、ヒツジ回腸における外来性神経支配の比較 

○大森保成１、阿閉泰郎２、齋藤正一郎２、上野博史３、猪島康雄４、石黒

直隆４（１名古屋大学・大学院生命農学・動物形態情報、２岐阜大学・応用

生物・獣医解剖、３岐阜大学・応用生物・獣医臨床放射線、４岐阜大学・応

用生物・食品環境衛生） 

A-13 牛の消化管における PrPC の分布に関する免疫組織化学的研究  

 ○北村延夫１、伊澤徹１、佐々木基樹１、古岡秀文２、岡地潔１、早川大輔

１、石黒直隆３（１帯広畜産大学・獣医解剖学教室、２帯広畜産大学・獣医

病理学教室、３岐阜大学・食品環境衛生学教室） 

A-14 ラット消化管における各種抗菌物質の局在と常在細菌の増殖に対す

る応答  

  ○横尾諭１、稲元哲朗１、斉旺梅１、山本健吉１、割田克彦１、横山俊史２、

星信彦２、北川浩２（１神戸大学・大学院自然科学研究科、２神戸大学・大

学院農学研究科） 

15:10－15:40 吉岡一機（北里大） 

A-15 ラット空腸の腸絨毛における乳ビ球の毛細血管への吸収に関する超

微形態学的研究  

 高原英一郎１、大西佐知子１、稲元哲朗１、斉旺梅１、山本健吉１、割田克

彦１、横山俊史２、星信彦２、○北川浩２（１神戸大学・大学院自然科学研

究科、２神戸大学・大学院農学研究科） 

A-16 ラット消化管粘膜の常在細菌の接着部位に発現する糖に関する組織

化学的研究  

  ○山本健吉１、稲元哲朗１、斉旺梅１、陳慶義１、割田克彦１、横山俊史２、

星信彦２、北川浩２（１神戸大学・大学院自然科学研究科、２神戸大学・大

学院農学研究科） 

A-17 ラット消化管粘膜への常在細菌の定着と上皮細胞の移動速度との関

係に関する計量組織学的研究  

 ○斉 旺梅１、山本健吉１、陳慶義１、稲元哲朗１、割田克彦１、横山俊史

２、星信彦２、北川浩２（１神戸大学・大学院自然科学研究科、２神戸大学・

大学院農学研究科） 

15:40－15:50 時間調整 

15:50－16:20 前田誠司 （兵庫医科大） 

A-18 胆管結紮ラットの肝臓における胆管増生の雌雄差  

 ○森田優１、吉岡一機１、辻尾祐志１、綿引芳恵１、Sotthibandhu Pongsiwa

１、谷口和美１、武藤顕一郎１（１北里大学・獣医解剖学研究室） 

A-19 甲状腺摘出ラットの表皮に認められる雌雄差について  

 ○杉山直也１、辻尾祐志１、綿引芳恵１、Sotthibandhu Pongsiwa１、吉岡一

機１、谷口和美１、武藤顕一郎１（１北里大学・獣医解剖学研究室） 

A-20 甲状腺摘出がラットの毛周期に与える影響  

 ○辻尾祐志１、杉山直也１、綿引芳恵１、Sotthibandhu Pongsiwa１、吉岡一

機１、谷口和美１、武藤顕一郎１（１北里大学・獣医解剖学研究室） 

16:20〜16:50 田中愼 （国立長寿医療センター） 

A-21 雌DBA／２マウスの腎臓の加齢変化  

○矢吹映１、松元光春１、鈴木秀作１（１鹿児島大・獣医解剖学） 

A-22 母体副腎除去が胎子副腎のステロイド合成系に与える影響  

 ○山本雅子１、和泉紫津洋１、坂上元栄１、西川修１、有嶋和義１（１麻布

大学・解剖学第二研究室） 

A-23 母体の副腎除去が胎子膵臓の発達に及ぼす影響  

 ○橋本知水１、山本雅子１、坂上元栄１、西川修１、有嶋和義１（１麻布大

学・解剖学第二研究室） 

9 月3 日（月）第2 会場 

演題番号A-24〜49 （9:00－16:30） 

9:00－9:30 大森保成 （名大） 

A-24 鋤鼻系の神経入力に関わる扁桃体ニューロンの検索  

 ○横須賀誠１、薙野高久１、佐原資謹２、市川眞澄３、斉藤徹１（１日本獣

医生命科学大学・比較動物医学教室、２鶴見大学・生理学教室、３東京都

神経科学総合研究所・基盤技術） 

A-25 ヒヨコ網膜神経節細胞の中枢投射と形態的特徴  

 陳耀星１、○内藤順平２（１中国農業大学・家畜解剖学教室、２帝京科学
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大学・アニマルサイエンス学科） 

A-26 ニワトリ腎門脈弁の自律神経調節に関わる受容体の解析  

 ○吉田貴子１、保田昌宏１、伊藤勝昭２、池田正浩２、那須哲夫１（１宮崎

大学・獣医解剖学教室、２宮崎大学・獣医薬理学教室） 

9:30－10:00 矢吹映 （鹿児島大） 

A-27 Expression of Calbindin-D２８K in sporadic nephroblastomas of the 

chicken  

 ○Mayumi Ozaki１、Kazuhide Adachi１、Yasuhiro Tsukamoto１（１大阪府立

大学・獣医解剖） 

A-28 ネフローゼマウス（ICGN マウス）の病態進行パラメーターについて 

○山田-内尾こずえ１、澤田京子１、國枝孝典１（１（独）医薬基盤研究所・

生物資源部） 

A-29 胎生期の Diethylstilbestrol 投与が胎生期の精巣に及ぼす影響  

 ○小林徹央１、山本雅子１、坂上元栄１、西川修１、有嶋和義１（１麻布大・

解剖学第二研究室） 

10:00－10:10 時間調整 

10:10－10:40 山本雅子 （麻布大） 

A-30 マウスの尿細管間質性線維症の雌雄差および系統差−片側尿管結

紮による検討−  

 ○小寺由希子１、矢吹映１、松元光春１、鈴木秀作１（１鹿児島大・獣医解

剖） 

A-31 MRL マウス精巣内卵細胞の染色体組成  

○大塚沙織１、今野明弘１、橋本善春１、佐々木宣哉２、遠藤大二３、昆泰

寛１（１北海道大学・獣医解剖学教室、２北海道大学・獣医実験動物学教

室、３酪農学園大学・獣医放射線学教室） 

A-32 ウマ陰嚢皮膚におけるアポクリン腺の電顕組織化学的研究  

 ○安井禎１、月瀬東１、Meyer Wilfried２（１日本大学・獣医解剖、２

Hannover 獣医大・獣医解剖） 

10:40－11:10 今川智敬（鳥取大） 

A-33 鶏冠における真皮表在層毛細血管の電子顕微鏡学的観察  

 ○綿引芳恵１、小山真琴１、吉岡一機１、島村俊介２、辻尾祐志１、

Sotthibandhu Pongsiwa１、谷口和美１、武藤顕一郎１（１北里大学・獣医解

剖学研究室、２北里大学・小動物第二外科学研究室） 

A-34 ウシ副腎の血管分布  

○渡邉史朗１、保田昌宏１、那須哲夫１（１宮崎大学・獣医解剖学教室） 

A-35 SAMP１／Yitマウスの血管周囲性病変部における免疫組織化学的検

索  

○帖佐瑞希１、市原伸恒１、浅利昌男１、松本敏２、船橋英行２、添田聡３、

尼崎肇３（１麻布大学・解剖学第一研究室、２ヤクルト中央研究所・基礎研

究室、３日本獣医生命科学大学・解剖学教室） 

11:10－11:20 時間調整 

11:20－11:50 横山俊史（神戸大） 

A-36 ラット胎子動脈管のインドメタシンに対する感受性（第４報）  

 ○有嶋貴義１、白井明志２、山本雅子１、坂上元栄１、西川修１、赤堀文昭

２、有嶋和義１（１麻布大学・解剖学第二研究室、２麻布大学・薬理学研究

室） 

A-37 乳腺と新生仔消化管における VEGF とその受容体の局在  

 ○藤田あゆみ１、松元光春１、長井優子１、岡部正明２、叶内宏明２、岡達

三２、矢吹映１、鈴木秀作１（１鹿児島大学・獣医解剖、２鹿児島大学・分子

病態） 

A-38 The role of SC１，an immunoglobulin cell adhesion molecule, in 

mammary gland tumors  

 ○Kentaro Takama１、Kenji Hagimori１、Yasuhiro Tsukamoto１（１大阪府立

大学・獣医解剖学教室） 

14:30－15:00 日下部健（大阪府立大） 

A-39 cFLIP は卵胞顆粒層細胞由来細胞においてアポトーシスシグナル伝

達阻害因子として働く  

 ○眞鍋昇１、松田-峯畑二子１、後藤康文１、前田晃央１、程圓１、李俊佑１

（１東京大学・高等動物教育研究センター） 

A-40 着床期マウス子宮におけるインテグリンα１、α２、α５、β１の発現

動態  

 ○田尻裕美子１、福井えみ子１、吉澤緑１、松本浩道１（１宇都宮大学・農

学部・動物育種繁殖学研究室） 

A-41 マウス‐ヒト雑種細胞を用いたAlu‐PCRによる哺乳動物染色体解析用

プローブの開発  

 ○三ヶ島壮士１、柴田秀史１、神田尚俊１（１東京農工大学・獣医解剖学研

究室） 

15:00－15:30 小川健司（理化学研究所） 

A-42 羊回腸パイエル板リンパ濾胞でレセプターエデイテイングがおこっ

ているか？  

○保田昌宏１，２、Craig Jenne２、Laurie Kennedy２、John Reynolds２（１宮

崎大学・獣医解剖学講座、２カルガリー大学・医学部） 

A-43 ラットパイエル板の濾胞被蓋上皮におけるアポトーシスの進行に関

する免疫組織化学的研究  

 ○大西佐知子１、宮田英典１、稲元哲朗１、斉 旺梅１、山本健吉１、横山

俊史２、割田克彦１、星 信彦２、北川 浩２（１神戸大学・大学院自然科学

研究科、２神戸大学・大学院農学研究科） 

A-44 自己免疫性糸球体腎炎とFc gamma receptor III （FcγRIII）の関連性

について  

 ○市居修１、今野明弘１、橋本善春１、昆泰寛１（１北海道大学・獣医解剖

学教室） 

15:30－15:40 時間調整 

15:40－16:10 金井克晃（東大） 

A-45 インフルエンザウイルスに対するダチョウ抗体作製と有効利用への試

み  

 ○足立和英１、高間健太郎１、尾崎真由美１、福田恵子１、遠藤惟佐子１、

塚本康浩１（１大阪府立大学・獣医解剖学教室） 

A-46 KKマウスにおける心房性利尿ペプチド （ANP） およびghrelinの経

日的変化  

 ○木下広之１、矢吹映１、松元光春１、御船弘治２、鈴木秀作１（１鹿児島

大・獣医解剖、２久留米大・医） 

A-47 Involvement of TGFβ in the expression of gicerin, a cell adhesion 

molecule, in the regeneration of hepatocytes  

 ○Hidenori Kato１、Seiichiro Tsuchiya１、Kazuhide Adachi１、Yasuhiro 

Tsukamoto１（１大阪府立大学・獣医解剖学教室） 

16:10－16:30 齋藤正一郎（岐阜大） 

A-48 ラット海馬 CA１領域における虚血耐性現象とカルシウム依存性プロ

テアーゼ：カルパインの活性との関係について 

○越智翔一１、中島崇行１、小川和重１（１大阪府立大学・獣医解剖学教

室） 

A-49 ウシ下垂体前葉の未分化細胞膜抗原の検索  

○永井康裕１、小笠原英毅１、麻生久１、武田賢和１、田中沙智１、山口高

弘１（１東北大学大学院農学研究科・機能形態学分野） 

A-50 演題取り下げ 

9 月4 日（火）第2 会場 

演題番号A-51－60（9:00－11:00） 

9:00－10:30 麻生 久（東北大） 

A-51 神経芽細胞腫由来 SH-SH５Y における有機リン誘導性神経細胞死と

Nacetyl cysteine （NAC）による細胞死抑制効果  

 ○坂上元栄１，２、山本雅子１、有嶋和義１（１麻布大学・解剖学第二研究
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室、２北里大学・薬学部） 

A-52 マウス培養グリア細胞の細胞内カルシウム変動に対するエタノール

の影響  

 ○今川智敬１、上原正人１（１鳥取大学・獣医解剖） 

A-53 アフリカツメガエル成体脳における PCNA 陽性細胞の分布様式につ

いて  

 ○齋藤正一郎１、阿閉泰郎１（１岐阜大学・応用生物科学部獣医学講座獣

医解剖学分野） 

9:30－10:00 山田美鈴 （岩手大） 

A-54 イヌの炭酸脱水酵素（ＣＡI, II, III, VI）の鼻腔、喉頭、気管および肺に

おける組織局在 

  ○杉浦陽介１、松浦祐介１、市原伸恒１、西田利穂２、村上賢３、尼崎肇４、

浅利昌男１（１麻布大学・解剖学第一研究室、２麻布大学・生理学第一研

究室、３麻布大学・分子生物学研究室、４日本獣医生命科学大学・獣医解

剖学教室） 

A-55 骨格筋形成過程におけるマイオスタチンのケモカイン発現に対する

影響  

 ○岩崎俊輔１、三宅雅人１、林晋一郎１、渡邊康一１、大和田修一１、麻生

久１、山口高弘１（１東北大学大学院農学研究科・機能形態学分野） 

A-56 スンクス腎集合管における AQP２および AQP５の局在  

 ○前田誠司１、桑原佐知１、伊東久男２、全ジン坤１、田中宏一１、早川徹

１、関真１（１兵庫医科大・第１解剖、２兵庫医療大・共通教育センター） 

10:00－10:10 時間調整 

10:10－10:40 神谷新司 （日本獣大） 

A-57 マウス脾臓B 細胞におけるアクチビンの発現と機能  

 ○小川健司１、舟場正幸２、辻本雅文１（１理化学研究所・細胞生化学研

究室、２麻布大学・栄養学研究室） 

A-58 マウス，セルトリ前駆細胞でのグリコーゲン蓄積の意義  

 ○的場章悟１、金井正美２、平松竜司１、恒川直樹１、川上速人２、金井克

晃１、九郎丸正道１（１東大 院農・獣医解剖、２杏林大 医・第二解剖） 

A-59 マウス Itype レクチン Siglec の胎児期生殖腺における機能解析 

 ○金井正美１、金井克晃２、川上速人１（１杏林大学医学部・解剖、２東京

大学農学系研究科・獣医解剖） 

10:40－11:00 竹花一成 （酪農大） 

A-60 マウス時間空間的な精巣形成と FGF９シグナル  

 ○平松竜司１、金井克晃１、九郎丸正道１（１東京大学・大学院農学生命

科学研究科獣医解剖学教室） 

A-61 マウス始原生殖細胞の移動における腸管内胚葉の役割 

 ○原健士朗１、恒川直樹１、渡邉陽子１、金井正美２、金井克晃１、九郎丸

正道１（１東京大 大学院 農学生命科学研究科・獣医解剖、２杏林大 

医・解剖） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

懇 親 会 案 内 

日時：平成19 年9 月4 日（火）午後から 

場所：森のゆ ホテル花神楽 

URL：http://www.hanakagura.co.jp/ 

会費は以下の通りです。 

教授：2 万円、准教授、講師：1 万 6 千円、助教、助手：1 万 2 千円、学生（院

生を含む）：1 万円、ポスドク：1 万2 千円、その他：1 万6 千円 

バス代、研修費、一泊朝食付、宴会、二次会費用込み 

会費は当日会場にてお支払い下さい（デスクを用意します）。 

獣医解剖学会総会終了後、バスにて旭山動物園を経由し懇親会場へ移動

します。旭山動物園での研修は園内一般見学の他、閉園後の特別見学およ

び職員による講演会を予定しています。 

9月5日は旭川空港、JR旭川駅までの無料のマイクロバスを用意します。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【日本獣医解剖学会理事会・総会】  

議題： 

１．会則の改訂について （会長） 

２．奨励賞選考方法内規の改訂について （会長） 

３．アジア獣医解剖学会奨励賞の創設と選考方法内規の制定について 

（会長） 

４．獣医組織学第４版について （上原先生） 

５．今学会奨励賞の発表 （総会のみ） 

６．その他 

報告： 

１．獣医学会理事会報告 （会長） 

２．プログラム委員会報告 （会長） 

３．第二回アジア獣医解剖学会の参加状況について （眞鍋先生） 

４．獣医解剖学会ＨＰの運営について （眞鍋先生） 

５．編集委員会報告 （昆先生） 

６．次回獣医解剖学会開催案内 （山本先生） 

７．懇親会案内（総会のみ） （植田先生） 

８．０７春期獣医学会奨励賞の贈呈 （総会のみ） 

９．その他 

「なお、総会において、春期学術集会において奨励賞（学部学生部門）を受

賞された吉田知夏さんの表彰を行います。ご本人あるいは関係者の出席を

お願いいたします。」 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

◎日本獣医解剖学会奨励賞の決定と表彰式について 

 筑波で開催された第 143 回日本獣医学会において日本獣医解剖学会奨

励賞に学部学生部門２名のエントリーがあり，神田尚俊（東京農工大），木 

曾康郎（山口大学），竹花一成（酪農学園大）の3名の選考委員で選考し，下

記のとおり決定されました。 

日本獣医解剖学会奨励賞 

・学部学生部門 

第7 号：吉田知夏 （東京大学） 

「未分化生殖腺におけるライディッヒ前駆細胞の動態」 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

解剖学会奨励賞受賞者 「喜びの声」 

・学部学生部門 第7 号 吉田知夏 （東京大学） 

 この度は思いもかけずこのような栄えある賞をいただき、誠に嬉しく思って

おります。選考の先生方ならびに発表をご覧いただきました皆様方に厚く御

礼申し上げます。 

 今回の発表は生殖腺の培養という手技を用いてライディッヒ前駆細胞の動

態を探るというものでしたが、考察を深めるにはまだまだデータとして不十

分であり、勉強不足を実感しています。今後も諸先生・先輩方のご尽力を賜

り、またこのような場で発表できるよう努力していきたいと思います。 

 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 
 筑波で開催された第 143 回日本獣医学会学術集会における 「ベストプ
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レゼンテーション賞」 は獣医解剖学会からの選考委員（２名） 山本雅子

（麻布大学）、神田尚俊（東京農工大学） で実施され、下記のとおり決定さ

れました。 

第１４3 回日本獣医学会春期学術集会ポスターセッション 

受賞者 「喜びの声」 

受賞者：塚原直樹（東京農工大学連合農学研究科博士課程3 年） 

演題名：ハシブトガラスとハシボソガラスにおける発声器官の形態学的相違  

 

この度は、第 143 回日本獣医学会春期学術集会ポスターセッションにお

いてベストプレゼンテーション賞をいただき、誠にうれしく光栄に思っており

ます。受賞が決まった瞬間の喜びは今でも強く心に残っております。 

今回発表した研究テーマは、ハシブトガラスとハシボソガラスと呼ばれる

鳴き声の異なる 2 種類のカラスについて、その発声器官の形態的な違いの

比較により、鳴き声の異なる要因を類推したものでした。クラッシックな研究

ではありますが、まだまだ面白い発見は多く、今後も深く掘り下げたいと思っ

ております。 

自分の今までの研究にこのようなありがたい評価をいただいたことで、自

信にもつながりましたし、今後の研究において大変励みになりました。受賞

に恥じぬよう今後より一層努力を重ねていきたいと思っております。今後も

皆様からのご指導ご助言よろしくお願いいたします。ありがとうございまし

た。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

第２回 Asian Association of Veterinary Anatomists (AAVA)の案内 
下記の要領で、2007 年9 月12 から 14 日タイ王国バンコク市カセッサート

大学にて第２回アジア獣医解剖学大会を開催します。 

                       

The 2nd Conference of Asian Association of Veterinary Anatomists 
September 12-14 2007 

The Department of Anatomy 
The Faculty of Veterinary Medicine, Kasetsart University 

Bangkok, Thailand 
 

Tentative congress program 
September 12, 2007 
16:00-18:00   Registration at the Maruay Hotel 
18:00-20:00  Welcome reception 
September 13, 2007  
9:00-9:30  Opening Ceremony  
9:30-12:00  Lectures 
12.00-13.00  Lunch 
13:00-15:00  Lectures 
15.00-17.00  poster session 
18.00 -20.00  Banquet  

September 14, 2007 
9:00-11:30  Lectures 
11:30-12:00   Awarding ceremony 
12.00-13.00  Lunch 
13:00-18:00  Excursion 
18.00 -20.00 AAVA conference committee meeting 
 
Registration fee (before April 30, 2007) 
For foreigners:  
Package A1-Hotel (Non-Asian countries and Japanese, 442 USD,  
 Accomp. P. 118 USD) 
Package A2-KU home (Non-Asian countries and Japanese, 295USD,  
 Accomp. P. 89 USD) 
Package B (Asian countries except Thailand, 206 USD. Accomp. P. 45 USD)  
Foreign student (all countries, 89 USDE, Accomp. P. 30 USD) 
Paymernt: Trabsfer money (USD) to Siam Commercial Bank (Kasetsart Univ. 
Bangkhen Branch) 
＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

日本獣医解剖学会奨励賞 （学部学生部門含む） 公募 

対象学会：第１４4 回日本獣医学会 

奨励賞 

一般部門 応募資格： 

１）３５歳未満の者。但し、留学生はこの限りではない。 

２）日本獣医解剖学会に１年以上の会員歴を有し、筆頭者としてその回を含

めて２回以上発表経験のある者。 

３）奨励賞応募を希望される方は、下記の連絡先に講演要旨および対象者

である旨を明記した用紙（略歴、研究業績、教育業績、入会年月日を含む）

を送付して下さい。 

奨励賞学部学生部門 応募資格： 

１）対象者は学部学生に限る。 

２）日本獣医解剖学会学生会員であること。但し、会員歴は問わない。 

３）奨励賞学部学生部門応募を希望される方は、下記の連絡先に講演要旨

および対象者である旨を明記した用紙（略歴、研究業績を含む）を送付して

下さい。 

〆 切：2008 年8 月27 日（月） （必着） 

  連 絡 先：〒069-8501 江別市文京台緑町 

      酪農学園大学獣医学部 

      獣医解剖学教室 竹花一成         

      E-mail:takechan@rakuno.ac.jp        

      Tel. 011-388-4744 Fax. 011-388-4852 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 
学生の日本獣医学会（於：酪農学園大学） 

参加費（二千円）補助の件 

・補助の条件 

※学部生ないし大学院生で日本獣医解剖学会学生会員であること。 

※今回の日本獣医学会／日本獣医解剖学会で筆頭著者として発表すること。

但し、他分科会で発表の場合は補助の対象としない。 

※教員等、本人以外が代理発表した場合は、補助の対象としない。 
・参加費の受け渡し 
※日本獣医解剖学会総会、懇親会、その他の折り、講座ごとにまとめて、 
 指導教員が学生に代わって東大・金井より代理受給する。 
 指導教員は責任をもって学生に支給する。 
※補助対象の学生がいる場合は、８月２５日（土）までに東大・九郎丸 

 宛(amkuroh@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp)にメールで、学生の名前と学年 

 を連絡して下さい。 
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＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

◇次 回 日本獣医学 会 案 内 ◇   

第145 回日本獣医学会学術集会 

日程 2008 年3 月28 日（金）、29 日（土）、30 日（日） 

場所 麻布大学キャンパス 相模原市淵野辺1-17-71 

シンポジウムとポスターのみ日本獣医解剖学会関係は 

・シンポジウム 

「牛海綿状脳症（BSA）の感染経路：回腸から中枢神経へ」 

・サテライト・フォーラム（予定） 

・ポスター：今回は特にテーマを設けませんので、多数のご参加をお待ちし

ております。春の学会恒例の懇親会も開催予定でおります。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

人 物 往 来 

坂上元栄先生 北里大学薬学部講師から麻布大学獣医学部解剖学第二研

究室講師に移動 （2007 年4 月1 日付） 

名前：井上 直子 

タイトル：博士（農学） 

The roles of cell-death ligand and receptor system for granulosa cell  

apoptosis during follicular atresia in porcine ovary 

授与日： 平成19 年2 月 

授与大学：東京大学 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 
日本獣医解剖学会会員名簿変更、追加について 

2006 年 12 月に配付いたしました日本獣医解剖学会名簿に関して変更・追

加等、御気付きの点がありましたら下記まで連絡ください。 
 酪農学園大学獣医学部獣医解剖学教室内 
        日本獣医解剖学会ＮＬ編集担当 
       069-0851 江別市文京台緑町 562-1 
   TEL: 011-388-4744 
  FAX: 011-388-4852 

E-mail: takechan@rakuno.ac.jp 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

教 科 書 の 案 内 

「獣医組織学第４版」作成について 

編集委員長 上原 正人（鳥取大学） 

 獣医組織学の改訂作業に付いては多くの先生にご協力をしていただきあ

りがとうございます。 

現在は、各章の責任者、執筆者を確定し、それらの方々に第3 版のテキ

スト形式の原稿をお送りしました。各執筆者は改定版の原稿を作っていただ

いきまして、なるべく早く各章の責任者に提出をお願いいたします。私は原

稿を学窓社に遅くとも 11 月初旬には送ります。従って、各章の責任者は私

に10月下旬までには送っていただきます。各章の締め切りは各章の責任者

にお任せしています。来年4 月からの授業に間に合うようにしなければなり

ませんので、締め切りを厳守していただきますよう、お願いいたします。 

  今回から執筆者として杉山先生（新潟大学）、竹花先生（酪農学園大学）、

今川先生（鳥取大学）を追加しました。また、各章の責任者として第18 章は

竹花先生、第19 章は阿閉先生（岐阜大学）にお願いしました。 

  最後になりましたが、多くの先生から貴重なご意見を多数いただきました。

お礼申し上げます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

「カラーアトラス 獣医解剖学」 

まもなく刊行 

編集委員長 橋本善春 

 昨年以来、会員の皆様から多大な訳出のご協力をいただき標記「カラーア

トラス獣医解剖学」の編集作業を続けて参りましたが、その編集作業もすで

に終盤を迎え、いよいよ本年 12 月をめどに刊行を行う運びとなりました。本

書の元版となります英語版は索引を含めて約770 頁、章の数も計20 章に上

るために個々の記載事項や用語の確認に一定の時間が必要となり、教科書

などの編集作業にはよくみられる、ともすれば常に遅れがちな編集進行とな

りました。 

それでも、現在すでにカラー解剖写真や図をレイアウトした全章にわたる

印刷用原版が完成し、訳出者、編集委員および監訳者の 3 者による校正作

業が続けられているところです。その中では記載内容の一層の正確さや、

特に学生諸君が読みやすく親しみやすい文面となるように記載法や体裁な

どに新機軸を交えながら終盤の編集作業が鋭意進められております。ここ

に、ご多用中にもかかわらず訳出や回を重ねる校正の労をお執り下さった

多くの会員の皆様方に重ねて厚く御礼を申し上げます。 

 本教科書の刊行時期等については、来年度の解剖学授業のシラバス入

力期限に間に合うよう、以下のように設定させて頂きました。 

刊行時期：2007 年12 月中旬 

体  裁：オールカラー、２分冊（上・下巻、各420 頁、A4 変形版） 

価  格：本体価格 – 上・下巻各9,500 円 

 学生諸君向けにはしばらくの間、割引価格（訳者扱い：２割引）が維持され

る予定。 

 刊行され次第、訳出にご協力下さいました先生方には直ぐに本書の内容

をご確認・ご評価いただきたいと考えております。 

本書刊行の当初の狙いの一つでもありました「今まさに解剖台上の新鮮

な臓器標本を目の当たりにしているような」多数の色鮮やかなカラー解剖写

真を基にして、常に解剖学を学ぶ学生諸君の授業の友として永くご利用い

ただける教科書となりますことを訳出者の一人として願っております。なおこ

の教科書をご利用いただいた暁に生じる果実は、アジア獣医解剖学会の活

動エネルギーをはじめ、日本獣医解剖学会の今後の諸活動の発展に投じら

れる予定であることを申し添えます。 

最後に末尾に付しました「カラーアトラス獣医解剖学」の表紙見本をご覧

下さい。これまでの獣医解剖学教科書には見られなかった解剖標本やカラ

ー解剖図を中心としたレイアウトとその渋い色合いが皆様には新鮮に感じら

れることでしょうか。 

 
＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

編 集 後 記 

 猛暑の夏、いかがお過ごしでしょうか？ばたばたやっていたらもう時期に

なりました。一日一日が本当に早く進んでいきます。後一年で北京オリンピ

ックです。それまでは、との思いです。一年前には考えられなかったいろい

ろな事が起きています。今の積み重ねが未来です。今を大事にすごしてい

きたいと思います。 身体と心の健康を第一に、教育、研究にじっくり歩んで

いきましょう。 

編集子 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

MEMO 
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